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〇 
十
月
十
四
日(
木)
午
前
九
時
よ
り
、
真 
宗
基
礎
学
特
別
講
義
が
行
な
わ
れ
た
。
講
師
に 
高
史
明
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
「
歎
異
抄
の
こ 
こ
ろ
」
と
題
す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
 
〇 
十
月
十
五
日(
金)
午
後
二
時
半
よ
り
、
 
学
内
会
員
並
び
に
学
内
有
志
が
実
行
委
員
と
な 
っ
て
、
鸞
音
忌 
曾
我
量
深
先
生
二
十
三
回
忌 
法
要
が
勤
修
さ
れ
た
。
勤
行
の
後
、
寺
川
俊
昭 
先
生
か
ら
「
曾
我
量
深
先
生
に
お
け
る
法
蔵
菩 
薩
の
探
求
」
と
題
し
て
、
伊
東
慧
明
先
生
か
ら 
は
「
法
蔵
菩
薩-
-
曾
我
量
深
先
生
の
生
涯
を 
貫
く
も
の
—
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ 
い
た
。
ま
た
講
演
終
了
後
、
六
十
人
あ
ま
り
の 
参
加
を
得
て
、
お
斎
を
い
た
だ
い
た
。
 
〇 
十
一
月
十
一
日(
木)
午
後
四
時
十
分
よ 
り
修
士
論
文
中
間
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
各 
ゼ
ミ
か
ら
の
発
表
者
と
題
目
は
次
の
通
り
。
 
「
清
沢
満
之
に
お
け
る
信
念
の
転
回!
骸 
骨
か
ら
臆
扇
へ-
-
」寺
川
ゼ
ミ
大
溪
昌
寛 
「
現
生
正
定
聚!
!
願
生
浄
土
の
仏
道!
!
」
小
野
ゼ
ミ
白
石
祐
人 
「
法
然
の
無
量
寿
経
観
」
幡
谷
ゼ
ミ
福
間
伸
思
〇 
十
二
月
三
日(
金)
午
後
四
時
十
分
よ
り 
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
各
ゼ 
ミ
か
ら
の
発
表
者
と
題
目
は
次
の
通
り
。
「
愚
禿
の
名
の
り
」
江
上
ゼ
ミ
白
山
勝
久 
「
救
済
と
自
覚
」
幡
谷
ゼ
ミ
前
田
賢
龍 
「
親
鸞
の
人
間
観
」
臼
井
ゼ
ミ
廣
瀬
智
海 
「
親
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
観!
!
他
力
持
の 
仏
道!
」
小
野
ゼ
ミ
佐
々
木
健
太
郎 
「
真
実
の
救
い!
!
本
願
為
宗!
」
-
神
戸
ゼ
ミ
渋
谷
良
法 
「
孝
養
と
慈
悲
」
延
塚
ゼ
ミ
武
田
龍
太
郎 
「
自
信
教
人
信
」
安
富
ゼ
ミ
斎
藤
悟
編
集
後
記
『
親
鸞
教
学
』
第
63
号
を
お
届
け
い
た
し
ま 
す
。
本
号
も
発
刊
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫 
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
号
で
は
、
昨
夏
、
大
谷
大
学
で
開
催 
さ
れ
ま
し
た
国
際
真
宗
学
会
に
つ
き
ま
し
て
、
今
大
会
の
主
旨
と
報
告
を
小
野
蓮
明
先
生
に
執 
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
樋
口
章
信
先 
生
に
は
参
加
者
の
お
一
人
と
し
て
の
御
報
告
を 
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寺
川
俊
昭
先
生
の
原
稿
は
今
年
度
の
臘
扇
忌 
で
の
講
演
に
加
筆
訂
正
し
て
い
た
だ
い
た
も
の 
で
す
。
清
沢
満
之
の
若
き
時
代
の
思
索
の
展
開
と
い 
う
こ
と
を
、
改
め
て
見
直
し
て
い
く
必
要
性
を 
思
う
。
そ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
は
単
に
真 
宗
を
思
想
的
に
近
代
化
し
た
と
い
う
評
価
に
と 
ど
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ 
る
。
西
洋
の
哲
学
を
無
批
判
的
に
受
容
し
紹
介 
す
る
の
で
は
な
く
、
哲
学
的
主
題
の
当
体
と
し 
て
の
事
柄
自
体
を
探
求
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢 
を
、
若
き
満
之
の
思
索
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
満
之
が
「
実
験
」
と
い 
う
こ
と
で
宗
教
を
身
証
し
て
い
っ
た
こ
と
に
も 
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。
言
葉
を
通
し
て
事
柄
自
体 
に
、
ど
の
よ
う
に
迫
っ
て
い
く
の
か
。
さ
ら
に 
そ
の
こ
と
を
人
間
の
普
遍
的
問
題
と
し
て
明
確 
に
表
現
し
う
る
の
か
。
現
代
の
私
た
ち
真
宗
学 
徒
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
課
題
を
、
清
沢
満
之
の 
思
索
か
ら
改
め
て
学
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で 
あ
ろ
う
。 
(
文
責
・
安
藤)
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